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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

今年も恵みの収穫　稲刈りが始まる
  平成 27 年 7 月 12 日撮影

広 報
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町
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
町

の
最
上
位
計
画
で
あ
る
長
期
振
興
計

画
を
基
本
に
、
そ
れ
に
掲
げ
る
将
来

像
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
産
業
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
、
生
活
基
盤
、
教
育
、
生
活
環
境
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
各
分
野
へ

の
取
り
組
み
を
、
地
域
と
行
政
の
協

働
を
柱
と
し
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
、
次
に
掲
げ
る
大
き
な
4
つ

の
項
目
を
重
点
項
目
と
し
て
、
今
後

4
年
間
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

第
1　

農
林
水
産
業
の
強
力
な
振
興

　

農
業
の
現
状
は
、
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
る
担
い
手
の
減

少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
な
ど
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

生
産
性
の
向
上
、
食
料
の
安
定
的

な
供
給
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な

ど
、
経
営
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め

に
、
作
目
毎
の
取
り
組
み
と
、
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
、
農
村
環
境
整
備

を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

の
基
幹
作
物
の
生
産
性
向
上
、
省
力

化
に
向
け
た
機
械
化
に
よ
る
生
産
体

制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
作
物
の
生
産
農
家

で
、
規
模
拡
大
や
法
人
化
を
目
指
す

担
い
手
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
適
期
肥
培
管
理

な
ど
基
本
技
術
の
励
行
を
周
知
す
る

ほ
か
、
優
良
種
苗
を
確
保
す
る
た
め

自
家
採
苗
ほ
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

　

で
ん
ぷ
ん
原
料
用
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、

輪
作
体
系
の
見
直
し
の
ほ
か
バ
イ
オ

苗
供
給
に
よ
る
優
良
種
芋
の
確
保
、
早

期
植
付
を
促
す
た
め
、
育
苗
段
階
で

の
支
援
に
よ
り
、
単
収
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

安
納
い
も
は
、
バ
イ
オ
苗
供
給
に

よ
る
品
質
向
上
を
図
る
ほ
か
、
製
糖

工
場
の
排
熱
水
を
利
用
す
る
夜
温
の

確
保
実
証
施
設
を
設
置
し
、
増
殖
用

苗
の
供
給
時
期
の
早
期
化
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
他
の
作
目
で
は
、
水
稲
の
集
中

乾
燥
シ
ス
テ
ム
構
築
を
支
援
し
、
収

穫
作
業
の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、
葉

た
ば
こ
及
び
園
芸
作
物
果
樹
な
ど
に

つ
い
て
も
、
品
質
及
び
単
収
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

畜
産
業
は
、
適
正
交
配
の
促
進
、
畜

産
施
設
の
改
善
や
購
買
者
招
致
活
動

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
畜
の

防
疫
強
化
、
生
産
基
盤
整
備
の
ほ
か

環
境
に
配
慮
し
た
畜
産
の
振
興
を
図

り
、
農
業
生
産
額
の
3
割
を
目
標
に
、

産
地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

林
業
は
、
森
林
組
合
な
ど
関
係
者
と

の
連
携
の
も
と
、
適
切
な
森
林
整
備
、

生
産
基
盤
の
整
備
、
機
械
の
導
入
な

ど
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
と
共

に
、
原
木
な
ど
の
島
外
出
荷
の
推
進

や
地
元
材
利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
町
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
に
沿
っ
た
個
体
数

の
調
整
及
び
国
の
事
業
な
ど
を
活
用

し
て
、
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
離
島
漁
業
再
生
支
援

交
付
金
事
業
に
よ
り
、
漁
場
資
源
を

確
保
維
持
し
な
が
ら
資
源
管
理
型
漁

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
後
継
者
の
育
成
を
図
る
た

め
、
組
織
活
動
の
促
進
と
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

第
2　

雇
用
の
拡
大
、
観
光
産
業
等

の
充
実
に
よ
る
町
内
景
気
回
復

　

地
域
の
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
繋

が
る
企
業
な
ど
の
誘
致
活
動
に
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
は
、
種
子
島
観
光
協
会

と
の
連
携
事
業
の
ほ
か
、
本
町
が
有

す
る
自
然
、
歴
史
・
文
化
及
び
総
合

運
動
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を
、
観

光
交
流
資
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

島
内
外
か
ら
の
交
流
・
滞
在
客
を

誘
導
す
る
た
め
、
自
然
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
村
の
改
築
や
「
種
子
島
こ
り

ー
な
」
を
会
場
と
す
る
新
規
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
総

合
振
興
事
業
や
資
金
借
入
れ
に
対
す

る
利
子
補
給
に
よ
る
経
営
支
援
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
よ
る
消
費

を
喚
起
し
、
町
内
景
気
回
復
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

を
目
的
と
し
て
、
地
域
と
協
同
に
よ

る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

新
た
な
特
産
品
の
開
発
に
つ
い
て

田渕川寿広町長

町長のまちづくり方針（要約）
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─施政方針─
は
、
熊
毛
地
域
の
行
政
、
関
係
団
体

に
よ
る
「
特
産
品
開
発
・
情
報
発
信

事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
制

度
に
お
け
る
謝
礼
と
し
て
、
町
特
産

品
協
会
と
連
携
し
、
地
元
特
産
品
の

活
用
に
よ
る
地
域
経
済
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
第
3　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

　

高
齢
化
率
が
約
35
％
と
い
う
超
高

齢
社
会
に
あ
っ
て
、「
共
に
支
え
合
う

共
生
・
協
働
の
福
祉
社
会
の
実
現
」
の

た
め
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
生

き
甲
斐
と
安
心
に
満
ち
た
高
齢
社
会

の
実
現
、
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自

立
支
援
の
拡
充
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
支
援
な
ど
が
施
策
の
柱
で
す
。

　

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国

県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す

る
ほ
か
、
町
費
の
継
ぎ
足
し
に
よ
る

施
策
を
実
現
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
は
、

地
方
創
生
事
業
を
活
用
し
て
保
護
者

負
担
を
無
償
化
し
ま
す
。

　

出
産
祝
金
支
給
事
業
は
、
出
産
・

子
育
て
支
援
事
業
に
よ
り
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
は
、
本
年

7
月
診
療
分
か
ら
、
中
学
校
卒
業
ま

で
無
償
化
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
高
齢
者
の
大

多
数
が
「
在
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」

と
い
う
調
査
結
果
か
ら
、
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
整
備

と
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
・
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
は
、
新
病

院
建
設
に
よ
り
、
安
心
し
て
出
産
で

き
、
婦
人
病
な
ど
へ
も
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

　

公
立
種
子
島
病
院
は
、
最
新
の
医

療
を
提
供
し
、
安
心
し
て
受
診
で
き

る
病
院
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

緊
急
医
療
及
び
脳
神
経
外
科
に
つ

い
て
は
、
島
内
医
療
機
関
と
の
連
携

及
び
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
利
用
を
併
用
し

な
が
ら
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

第
4　

皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス

■
地
域
と
の
連
携
と
活
性
化

　

地
域
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
た

め
、
校
区
・
集
落
に
出
向
き
、
意
見

交
換
の
場
を
設
け
ま
す
。

　

集
落
な
ど
の
自
主
的
活
動
に
対
す

る
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度

を
見
直
し
た
う
え
で
、
28
年
度
か
ら

新
た
な
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

移
住
者
や
地
域
後
継
者
の
住
宅
対

策
と
し
て
、
空
き
家
改
修
事
業
及
び

住
宅
新
築
な
ど
に
よ
る
定
住
を
支
援

し
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
後
継
者
の
結
婚
対
策

事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

■
社
会
・
生
活
環
境
の
基
盤
整
備

　

安
全
で
安
心
な
環
境
を
維
持
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
を
、
計
画
に
沿
っ

て
推
進
し
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
幹
線

道
路
・
生
活
道
路
の
整
備
を
優
先
し

積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

水
道
施
設
は
、
安
全
・
快
適
な
水

の
供
給
や
、
災
害
時
に
も
安
定
的
な

給
水
を
行
う
た
め
施
設
整
備
を
、
計

画
的
に
実
行
し
ま
す
。

　

住
民
の
生
活
環
境
維
持
・
向
上
の

た
め
、
住
民
の
認
識
を
高
め
な
が
ら
、

ご
み
の
適
正
処
理
や
生
活
排
水
な
ど

に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
防
止
を
重

点
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
学
校
教
育

　

学
力
向
上
対
策
、
少
人
数
教
育
、

複
式
指
導
対
策
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
及
び
未
然
防
止
対
策
、
土
曜
授
業

の
拡
充
、
教
職
員
の
資
質
向
上
対
策
、

そ
し
て
、
小
学
校
規
模
適
正
化
の
検

討
な
ど
、
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
住
民
満
足
度
の
向
上
に
向
け

　

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
行
政

運
営
を
行
う
に
は
、
職
員
自
ら
が
問

題
意
識
と
目
標
達
成
に
向
け
た
意
欲

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
満
足
度
の
向
上
に
向
け
て
、
職

員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
役
場
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
施
策
の
実
現
の
た
め
、
議

会
や
町
民
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全
力

を
注
い
で
い
く
決
意
で
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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平
成
27
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
本
年
度

が
町
長
や
議
会
議
員
選
挙

執
行
の
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
骨
格
予
算
と
し
て

編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

先
の
６
月
議
会
で
町
長

の
政
策
予
算
な
ど
が
追
加

編
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
な
が
ら
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

自主財源 金額 伸び率

町税 72,002 △ 0.8

分担金及び負担金 4,187 18.0

使用料及び手数料 9,024 △ 0.1

繰入金 71,281 △ 6.4

その他の収入 22,739 39.5

歳入予算の状況
【単位 = 万円、( ) は構成比％を表す】

※単位は、金額＝万円、伸び率＝％

依存財源 金額 伸び率

地方譲与税 7,732 △ 5.6

地方交付税 252,000 △ 3.8

国庫支出金 37,842 △ 5.1

県支出金 60,756 35.3

その他交付金 8,870 △ 22.5

町債 126,700 47.4

　

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全
体

の
約
37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
町
税
は
、
7

億
2
千
万
円
を
見
込
み
、
全
体
の
約

11
％
に
な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
道
路
建
設
や

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
の
た

め
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
な
ど
の

財
源
に
充
て
る
ほ
か
、
地
方
交
付
税

の
振
替
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
12
億
6
千
7
百
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る
た

め
に
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
額
は
、

7
億
1
千
3
百
万
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

歳

入

町民１人当たりの歳出予算額

800,977円
民生費 180,458 円

公債費 87,219 円

総務費　 92,268 円

衛生費 102,819 円

農林水産業費 94,755 円

教育費 66,058 円

土木費 56,760 円

消防費 84,261 円

議会費 11,674 円

商工費　 24,073 円

災害復旧費 632 円

町民１人当たりの町税負担額

84,309円
町民税 29,487 円

固定資産税 42,727 円

軽自動車税 3,529 円

町たばこ税 8,566 円

※平成 27 年 5 月末
　現在の人口は 8,392 人

平成 27 年度平成 26 年度

歳入

平成 27年度
一般会計予算67 億 3,133 万円

平成 27 年度
現計予算
673,133

依存財源
493,900

(73.4)

自主財源
179,233

(26.6)

平成 26 年度
当初予算
630,000

依存財源
452,364

(71.8)

自主財源
177,636

(28.2)



5　広報なかたね 2015.8 月号

会計名 予算額 前年増減額

国民健康保険 152,250 7,306

介護保険 105,359 5,469

簡易水道 26,146 △ 11,007

と畜場 370 2

後期高齢者医療 13,590 △ 236

水道事業会計 19,601 1,147

特別会計等当初予算（単位：万円）

歳出予算の性質別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

　

性
質
別
経
費
で
分
類
す
る
と
、
義
務
的
経

費
（
人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助
費
）
は
、
公

債
費
が
前
年
度
に
比
べ
1
億
2
千
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
が
、全
体
で
26
億
7
千
万
円
で
、

歳
出
予
算
の
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
町
道
の
改
修
、
農
業

基
盤
の
整
備
、
精
脱
葉
施
設
整
備
、
自
然
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
の
整
備
な
ど
新
規
及
び
継
続
事
業

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
し
尿
・
ご
み
処
理
、

消
防
業
務
を
行
う
一
部
事
務
組
合
等
へ
の
負

担
金
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
、
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
建
設
に
伴

う
負
担
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化

と
す
る
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
を
増

額
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳

出

議会費　9,797(4.3)　議会費　9,391

歳出予算の目的別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】～今年の予算の内訳～

歳出

商工費
4,380 土木費

予備費
2,015

予備費
954( △ 52.7)　

平成 27 年度
現計予算
673,133

衛生費

公債費
73,194
( △ 13.7)

消防費

総務費
77,431

民生費
151,440
(12.1)

86,286(17.0)

商工費
20,202(361.2)

土木費
47,633( △ 4.7)

消防費

教育費　55,436
( △ 11.9)

総務費
87,291

民生費
135,153

衛生費
73,758

62,896
教育費

公債費
84,846

平成 26 年度
当初予算
630,000 79,518(17.2)

農林水産業費農林水産業費
67,838

185,282(5.9)174,973

人件費
　　122,971
　　  ( △ 0.2)

扶助費
70,761(26.8)

公債費
 73,194( △ 13.7)

普通建設
事業費
148,807
 (22.4)

投資的
　経費

266,926
義務的経費

(1.2)

　その他
の経費

257,400
(5.3)

　その他

物件費　　
72,118(3.7)

平成 27 年度
現計予算
673,133

平成 26 年度
当初予算
630,000

123,190
人件費

義務的経費
263,842

扶助費
55,806

公債費
84,846

投資的
　経費

普通建設
事業費
121,610

その他
　の経費

244,548
物件費　　
69,575

　その他

一般会計
◆総務費
公共施設管理経費 　 8,187 万円
電算機器等整備費 4,707 万円
地域定住支援経費 1,450 万円
◆民生費
社会福祉対策 4 億 962 万円
老人福祉対策  1 億 3,079 万円
児童福祉対策  3 億 9,194 万円
国保特会繰出金 3 億 5,956 万円
介護特会繰出金  1 億 7,488 万円
◆衛生費
簡易水道特会繰出金 　4,412 万円
中南衛生管理組合へ   1 億 1,262 万円
予防・健康増進経費  5,854 万円
合併処理浄化槽設置補助  1,201 万円
後期高齢者医療特会繰出金 7,324 万円
後期高齢者広域連合へ 1 億 2,884 万円 
ごみ収集経費  2,890 万円
種子島広域事務組合へ 2 億 1,430 万円
種子島産婦人科医院へ  9,057 万円
公立種子島病院組合へ  2,531 万円
◆農林水産業費
農業公社等貸付金　 6,410 万円
園芸振興費 　 1,668 万円
さとうきび振興経費  2,279 万円
農業公社精脱葉施設整備  1 億 4,485 万円
林業振興経費  4,950 万円
水産業振興経費  1,759 万円
農業基盤整備事業等 1 億 1,275 万円
地籍調査費 5,700 万円
◆商工費
よいらーいき祭り負担金 304 万円
種子島観光協会負担金 429 万円
自然レクリエーション村整備 1 億 7,300 万円
◆土木費
町道の維持整備 3 億 1,056 万円
河川整備 　2,106 万円
◆消防費
消防分団ポンプ車購入 2,398 万円
デジタル防災行政無線 4 億 2,104 万円
太陽光発電設備導入  2,715 万円
熊毛地区消防組合へ 1 億 7,223 万円
◆教育費
学校備品購入費 1,641 万円
スクールバス運行委託 　2,155 万円
小学校改修工事等 1,321 万円
種子島こりーな大規模改修 3,545 万円
文化財経費 　2,283 万円
こりーな管理経費 1,743 万円
体育施設管理経費 3,299 万円

( △ 11.3)

(34.8)
70,712

災害復旧費　530( 皆増 )

49,979

52,453
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まちの話題　　まちの話題　

　

広
報
紙
の
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

今
月
号
か
ら
の
タ
イ
ト
ル
は
、
種
子
島
中
央

高
校
の
書
道
部
に
お
願
い
し
作
成
し
ま
し
た
。

　

書
道
部
は
7
人
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
6

月
13
日
に
行
わ
れ
た
文
化
祭
で
は
、
音
楽
に
あ

わ
せ
て
大
き
な
紙
に
歌
詞
を
揮き
ご
う毫
す
る
「
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
行
い
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
手
拍
子
が
起
こ
り
、
観
客
と
一
体
と
な
っ

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

種子島中央高校書道部がデザイン　広報紙タイトルデザイン決定

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
べ
に
ん
こ
」

が
、
6
月
29
日
に
Ａ
コ
ー
プ
前
で
買
い
物
客
に
、

屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳
噴
火
災
害
義
援
金

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

買
い
物
客
は
、
被
災
者
の
方
の
助
け
に
な
れ

ば
と
、
義
援
金
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
万
９
４
８
１
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
屋

久
島
町
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ボランティア活動　ジュニア・リーダークラブ「べにんこ」  

うんまかえ新米給食　納官小学校新米交流給食
　

地
元
産
の
新
米
を
味
わ
う
新
米
交
流
給
食
が
、

７
月
15
日
に
田
渕
川
町
長
や
農
協
、
教
育
関
係

者
が
出
席
し
、
納
官
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
前
に
給
食
が
登
場
す
る
と
「
い

つ
も
よ
り
も
ち
も
ち
し
、
あ
ま
く
て
お
い
し
い
」

と
話
し
な
が
ら
、
白
く
光
っ
た
お
米
を
口
い
っ
ぱ

い
に
入
れ
、
一
足
先
に
新
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

新
米
を
提
供
し
た
の
は
、馬
場
隆
次
さ
ん
（
中

之
町
）で
、学
校
給
食
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、

７
月
12
日
に
自
宅
近
く
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
馬
場
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
に

収
穫
し
た
ば
か
り
の
お
い
し
い
新
米
を
た
く
さ

ん
味
わ
っ
て
欲
し
い
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
町
内
の
小
中
学
校
と
養
護

学
校
の
給
食
に
、
約
90
㌔
の
新
米
が
振
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
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　まちの話題　

短冊に願いを込めて　七夕かざり

　

７
月
７
日
の
七
夕
の
日
を

前
に
、
野
間
幼
稚
園
と
中
央

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、

6
月
26
日
と
30
日
に
、
願
い

ご
と
を
書
い
た
七
夕
か
ざ
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

笹
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た

短
冊
を
見
る
と
、「
逆
上
が
り

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

「
カ
ブ
ト
ム
シ
が
た
く
さ
ん
と

れ
ま
す
よ
う
に
」「
お
よ
め
さ

ん
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」「
弟

が
は
や
く
歩
け
る
よ
う
に
」

な
ど
た
く
さ
ん
の
願
い
が
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
願
い
が
込

め
ら
れ
た
七
夕
か
ざ
り
は
、

教
育
委
員
会
庁
舎
と
役
場
庁

舎
の
玄
関
に
か
ざ
り
ま
し
た
。

毎
年
、
心
の
こ
も
っ
た
す
て

き
な
七
夕
か
ざ
り
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
願
い
ご
と
が

届
く
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

野間幼稚園

中央保育所
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まちの話題　　まちの話題　

地域農業のリーダー
認定農業者及び認定新規就農者を認定

　

第
32
回
中
種
子
町
農
業
者
年
金

受
給
者
会
（
知
念
兼
義
会
長
）
の

総
会
が
、
7
月
2
日
に
行
わ
れ
、

約
60
人
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

受
給
者
会
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
、
農
業
者
年
金
制
度
の

拡
充
強
化
に
努
め
、
老
後
の
生
活

安
定
と
農
村
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

総
会
後
、笹
川
満
夫
さ
ん（
上
方
）

に
よ
る
「
認
知
症
の
父
を
自
宅
介

護
し
て
」
と
題
し
た
、
講
演
も
あ

り
ま
し
た
。

老後の安定を考える
中種子町農業者年金受給者会 

　

認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就

農
者
認
定
証
の
授
与
式
が
7
月
2

日
に
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
5
人
と
認
定
新
規

就
農
者
1
人
と
1
法
人
に
認
定
証

が
授
与
さ
れ
、
田
渕
川
町
長
か
ら

「
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
に

も
、
や
る
気
と
情
熱
で
、
立
ち
向

か
う
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
方
は
、
経
営
規
模

の
拡
大
と
、
農
業
所
得
の
向
上
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

設立 40周年記念
中種子町きび甘藷振興会

　

設
立
40
周
年
を
記
念
し
た
中
種

子
町
き
び
甘
藷
振
興
会
（
梶
屋
良

幸
会
長
）
の
記
念
式
典
が
6
月
18

日
に
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
約
１
４
０
人
の
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
梶
屋
会
長
が
「
40

年
間
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
共

に
、
担
い
手
が
な
か
な
か
育
た
な

い
状
況
に
振
興
会
と
し
て
ど
う
取

り
組
む
か
が
大
き
な
課
題
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
保
護
司
会
が
、
7
月
1

日
に
田
渕
川
町
長
を
表
敬
訪
問

し
、
第
65
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
関
係
機
関
や
県

民
が
一
体
と
な
り
、
生
涯
を
通
じ

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
取
り
組

み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

社会を明るくする運動
種子島保護司会



まちの話題　

9　広報なかたね 2015.8 月号

　まちの話題　

女子柔道団体 3位
県下中学校柔道大会

　

油
久
っ
子
体
験
塾
（
迫
田
秀
三

塾
長
）
が
6
月
14
日
に
熊
野
海
岸

で
地
引
き
網
漁
の
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

油
久
校
区
の
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の
45
人
と
、
大
人
49
人
が
参

加
。
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
網
を
力
強

く
引
き
ま
し
た
。

　

網
の
中
に
は
ボ
ラ
や
エ
バ
、
ア

オ
リ
イ
カ
な
ど
の
魚
が
入
り
子
ど

も
た
ち
は
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ

て
喜
び
ま
し
た
。

地引き網漁を体験
油久っ子体験塾 

　

平
成
27
年
度
県
下
柔
道
大
会
が

6
月
20
日
に
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
の

武
道
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

中
種
子
中
学
校
柔
道
部
は
女
子

団
体
の
部
で
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進

み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
第

3
位
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
「
も
っ
と
練
習
し
、

次
は
優
勝
し
た
い
」
と
力
強
く
話

し
ま
し
た
。

　

柔
道
部
は
７
月
末
に
行
わ
れ
る

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
向
け

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

美
園
義
弘
さ
ん
（
美
座
）
が
鹿

児
島
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
か

ら
表
彰
を
受
け
、
6
月
24
日
に
田

渕
川
町
長
か
ら
伝
達
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

　

美
園
さ
ん
は
、平
成
18
年
に
「
美

座
集
落
の
棒
踊
り
」
を
油
久
子
ど

も
会
に
指
導
し
、
郷
土
芸
能
の
伝

承
活
動
を
と
お
し
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
た
た
え
ら
れ
、
青
少
年
育
成

指
導
者
の
部
で
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

「美座集落の棒踊り」を復活
青少年育成指導者の部で表彰 

商工会チームが優勝
町職域対抗剣道大会

　

平
成
27
年
度
中
種
子
町
職
域
対

抗
剣
道
大
会
が
6
月
14
日
に
種
子

島
中
央
武
道
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
か
ら
8
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
強
豪
ひ
し
め
く
な
か

商
工
会
チ
ー
ム
が
見
事
、
優
勝
の

栄
冠
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
各
職
域
の
仲
間
が

応
援
に
駆
け
つ
け
、
一
本
を
取
る

た
び
に
大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
ま

し
た
。
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まちの話題　　各課からのお知らせ

　

本
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
地
方
教
育
行
政

法
（
※
）
に
基
づ
く
中
種
子
町
総
合
教
育
会
議
が
、

6
月
10
日
に
教
育
委
員
会
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
田
渕
川
町
長
が
「
町
づ
く
り
は

人
づ
く
り
で
あ
り
、
中
種
子
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
や
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材

と
し
て
育
成
す
る
こ
と
、
す
べ
て
の
町
民
が
健

康
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
が
、
本
会
議
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
た
に
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「
教
育
に

関
す
る
大
綱
」
に
、
中
種
子
町
教
育
振
興
基
本

計
画
を
充
て
る
こ
と
を
決
定
し
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
な
ど
の

施
策
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
策
、

防
災
教
育
の
充
実
、
い
じ
め
防
止
対
策
、
教
育

機
器
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整
備
充
実
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町づくりは人づくり　第 1 回中種子町総合教育会議を開催

　

第
8
回
独
身
男
女
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
ブ

ウ
ェ
ー
ブ
」
が
、
6
月
13
・
14
日
に
町
内
で
行

わ
れ
、
県
内
外
の
女
性
20
人
と
町
内
の
男
性
20

人
が
参
加
し
、
4
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
中
央
公
民
館
で
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
本
町
の
特
産
品
を
使
っ
た

料
理
を
か
こ
み
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
果
樹
園
の
見
学
や
、
料
理
体
験
、

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
2
日
間
で
少
し
ず
つ
お
互
い
の

距
離
を
縮
め
、
連
絡
先
の
交
換
や
西
之
表
港
ま

で
見
送
る
な
ど
、
少
し
の
勇
気
が
素
敵
な
出
会

い
と
な
り
ま
し
た
。

4 組のカップルが誕生　第 8 回ラブウェーブ

　

幅
広
い
年
代
で
愛
好
者
が
多
い
フ
ラ
ダ
ン
ス

な
ど
に
よ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
、

種
子
島
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

委
員
会
の
設
立
総
会
と
委
員
会
が
、7

月6

日

役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
町
の
資
源
（
ひ
と
・
も
の
・
自
然
・

文
化
）
を
活
用
し
、
島
内
外
か
ら
の
参
加
者
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
本
町
の
地
域
活
性
化
と
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
情
報
の
発
信
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

実
施
時
期

　

9
月
21
日
（
月
）
～
22
日
（
火
）

イ
ベ
ン
ト
内
容

　

フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
発
表
会

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

参
加
者
相
互
の
交
流
会

　

商
店
街
に
ぎ
わ
い
祭
り

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
紙
9
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

交流人口の拡大と、地域のイメージアップ　種子島 ALOHA フェスティバル 

（※）地方教育行政の組織及び運
営に関する法律の一部改正
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　各課からのお知らせ

障害者の医療費を助成します
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

重度心身障害者等医療費助成制度
対象者
　各種健康保険に加入し、下記のいずれかに該当
する方
●身体障害者手帳１級または２級の保持者
●知能指数が 35 以下（※療育手帳「A」判定）　
　の方
●身体障害者手帳３級で、知能指数が 50 以下（療
　育手帳「B1」判定）
※生活保護を受けている方は対象外
受給者証の交付申請手続
　福祉環境課へ事前登録が必要です。

■持参するもの
●印鑑
●健康保険証またはその証明書
●身体障害者手帳、療育手帳
●振込先が分かるもの（通帳の写し等）
給付方法
■償還給付
　医療機関の窓口で自己負担額を支払い領収書な
どを役場に提出した後に、払い戻しをします。
■必要なもの
●医療機関の証明書または領収書
●印鑑
※診療月の翌月から 6 カ月以内に役場へ請求

中学生までの医療費を助成します
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200

　平成 27 年 7 月診療分からの乳幼児等医療費助
成の対象年齢が、中学校 3 年生修了までに拡大と
なりました。
　今回、新たに対象となる中学生に受給者証を発
行しますので、福祉環境課で登録申請をお願いし
ます。

申請に必要なもの
●医療保険証（子どもと扶養者の保険証）
●預貯金通帳（保護者名義）
●印鑑（シャチハタ印鑑は不可）

臨時福祉給付金の申請を忘れずに
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 281

　臨時福祉給付金は、消費税率の引上げによる影
響を緩和するため、低所得者に対して、制度的な
対応を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置と
して実施されるものです。
■支給要件
●支給対象者：平成27年度分市町村民税（均等割）
　が課税されない方が対象です。
※課税されている方に生活の面倒を見てもらって
　いる場合（住民税において、どなたかの扶養と
　なっている場合）、生活保護の受給者である場
　合などは対象となりません。
●支給額：支給対象者 1 人につき 6,000 円
●基準日：平成 27 年 1 月 1 日

■申請方法
●申請先：中種子町役場防災センター 1 階
　　　　　給付金受付窓口
●提出書類 : 申請書（7 月下旬ごろ郵送します）
●申請期間
　平成 27 年８月４日（火）～ 11 月 4 日（水）
■振り込め詐欺に注意
　「臨時福祉給付金｣ や ｢子育て世帯臨時特例給
付金｣ の “ 振り込め詐欺 ” や “ 個人情報の詐取 ”
にご注意下さい。ご自宅や職場などに市区町村や
厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかっ
てきたり、郵便が届いたら、迷わず役場福祉環境
課か警察署にご連絡下さい。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式参列者を募集します
◎お問い合わせ先　鹿児島県庁社会福祉課099-286-2840 ／役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

熊毛地域特産品コンクールの出品商品を募集しています
◎お問い合わせ先　「熊毛地域特産品発掘・発信委員会」事務局㉒ 0498

　熊毛支庁及び熊毛地域の 1 市 3 町・特産品協会・
商工会・農林水産関係団体・観光協会で構成する

「熊毛地域特産品発掘・発信委員会」では、地域
の豊かな農林水産物資源や技術を活用した新しい
土産品の開発や地域資源を発掘し、地域の新しい
魅力を伝える商品開発を促進するため、熊毛地域
特産品コンクールの出品商品を募集しています。
■応募期間　6 月 16 日（火）～ 9 月 30 日（水）
■審査日　10 月 27 日（火）
■応募区分
　「食品部門」、「工芸品部門」、「地域限定部門」
■応募方法
　所定の応募票により郵送又は持参
　（FAX、E メールも可）
　コンクールの実施要領、応募票は熊毛支庁の　
ホームページからダウンロードできるほか、熊　
毛支庁、各市町などでも入手できます。

■申し込み先
　〒 891―3192　西之表市西之表 7590
　鹿児島県熊毛支庁総務企画課内
　「熊毛地域特産品発掘・発信委員会」事務局
　FAX：0997-23-1161
　Email：kumage-sochi@pref.Kagoshima.lg.jp
■表彰等
　入賞商品数は、各部門につき最優秀賞 1 点、
優秀賞 3 点奨励賞 5 点以内
■入賞商品の PR
　入賞商品パンフレット作成、配布、県ホームペ
ージヘの掲載及び 2 月に鹿児島市内で開催予定
の「熊毛地域特産品・観光フェア」での商品紹介・
販売（入賞商品製作事業者等においては、フェア
当日、会場での販売、PR をお願いたします。なお、
当該事業所スタッフの旅費を一部助成します。）　

　先の大戦における沖縄戦で戦死された鹿児島県
出身者の追悼式に参列を希望されるご遺族を募集
します。
■期日　11 月 10 日（火）
■場所　沖縄県糸満市平和祈念公園内
　　　　鹿児島霊園

■対象者
　沖縄戦で戦死した方の三親等内のご遺族
■申込期間　８月 3 日（月）～８月 31 日（月）
■申込先　役場福祉環境課福祉係
　　　　　㉗ 1111 内線 261

献血へのご協力をお願いします
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　下記日程で献血を実施します。
　町民の皆さまのご協力をお願いします。
■日時　8 月 18 日（火）
　　　　午前 9 時～正午
　　　　午後 1 時～午後 4 時 30 分
■場所　中種子町防災センター
■献血の種類　400mL ／ 200mL ／成分
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　各課からのお知らせ

平成 27 年度中種子町職員採用試験について
◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

　平成 27 年度中種子町職員採用試験を下記のと
おり実施します。
　詳しいことはお問い合わせいただくか、「中種
子町職員採用試験案内」をご覧ください。
■試験日　9 月 20 日（日）　午前８時 50 分～
　（受付は午前８時 20 分～午前８時 40 分）
■会場　中央公民館
■受験資格　下表に定める条件を満たす方
■身体障害者（1～ 6級）を対象とする採用
　下表に定める条件で、自力により通勤ができ、
　かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な方

■資料請求方法
①役場総務課に直接請求
②町ホームページからダウンロード
③郵送で請求の場合は、封筒の表に「受験申込書
　請求」と朱書きし、82 円切手を貼ったあて先
　明記の返信用封筒（12㌢× 23.5㌢以下）を同
　封のうえ、役場総務課行政係に送付
■受付期間
　７月 21 日（火）～８月 21 日（金）
　午後５時 15 分必着
▽資料請求あて先
　〒 891-3692
　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5186 番地
　中種子町役場総務課行政係

平成 27 年度中種子町職員採用試験・受験資格
試験区分

採用予定
人　　数

受験資格

一般行政職 若干名
昭和 60 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれた方で、高等学校
以上を卒業又は平成 28 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方

保　育　士 若干名 昭和 55 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日までに生まれた方で、資格を有
する方、又は平成 28 年 3 月 31 日までに資格取得見込みの方保　健　師 若干名

消　防　職 1 名

昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、救急救命士法（平成 3 年法律第
36 号）に定める救急救命士の免許を有する方、又は採用時までに救急救命
士の国家試験を受験した方で、免許を取得できる見込みの方、及び採用後
救急救命士の資格取得意志のある方

「介護者のつどい」を開催します
◎お問い合わせ先　中種子町包括支援センター㉗ 1223

地域包括支援センターでは在宅で高齢者の介護
をされている方々が、お互いの悩みや体験を語り
合うことで、心身のリフレッシュや介護者同士の
交流を図ることを目的に、「介護者のつどい」を
開催します。

日頃かかえている介護の悩みやグチを話してみ
ませんか。
　参加を希望される方は、事前の申込が必要です。

■日時　平成 27 年 8 月 19 日（水）
　　　　午前 10 時～正午
■場所　中央公民館
■対象者　在宅で高齢者の介護をされている方
■内容　講話「在宅介護の体験談」
　　　　参加者同士の意見交換
■申込期限　平成 27 年 8 月 14 日（金）
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

農用地区域からの除外などの申し出の受付停止について
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農村振興係㉗ 1111 内線 202

住宅などの建築をお考えの方必見！
　町では、平成 26 年度から農業振興地域整備計

画の全体見直し作業を進めています。

　これは、「農業振興地域の整備に関する法律」

に基づいて、農業の健全な発展、農地の合理的な

利用に役立てるため見直すものです。

　これにより、農用地として確保・利用する土地

を「農用地区域」として設定しています。

　農地を宅地などに利用しようとする場合、その

土地が農業振興地域内の農用地区域に指定されて

いる場合には、農用地区域からの除外（農振除外）

の申し出が必要です。

　平成 28 年 5 月 2 日からは計画策定に伴う関係

機関との協議や意見聴取のため、農振除外申し出

の受付や用途変更の受付を一時停止します。

■受付停止期間

　平成 28 年 5 月 2 日～平成 28 年 9 月 30 日

※受付停止期間は、作業の進捗状況によっては変

　更する場合があります。

　見直し完了後に受付を再開する予定です。

農振農用地区域とは？
　農振農用地区域とは、町が今後農業上の利用を
図るべき区域として法律で定められた条件などに
基づき定めた区域で、農業以外の目的での利用が
制限されている区域です。そのため、農用地区域
内の土地を農業以外で利用するとき（住宅などを
建築する場合など）には、その土地を農用地区域
から除外する必要があります。　
　除外するためには様々な要件があり、すべての
要件を満たしている場合にのみ除外することが出
来ます。
農用地区域からの除外・区域への編入について
○農地に住宅や農業用倉庫・畜舎などを建てる具
　体的な計画がある方
○予定している土地が農振農用地内にあるかどう
　か確認したい方
上記に該当する方は、至急ご相談下さい。
　すべての要件を満たしている場合のみ（現地調
査や書類審査）個別に除外または編入します。

※各要件につきましてはお問い合わせください。

元気あっぷなかたねのポイント交換を行います
◎お問い合わせ先　中種子町地域包括支援センター㉗ 1223

　「元気あっぷなかたねポイントカード」のポイ
ント交換を行います。
　10 ポイント（スタンプ）以上貯まっている方
は商品券との交換が出来ますので、ポイントカー
ドを持参のうえ、交換をお申し出ください。
　なお、介護保険料の未納がある場合は、商品券
との交換が行えない場合があります。
■交換日時
　8 月 14 日（金）9 時 ~17 時
   　（年金支給日の 9 時 ~17 時）
■交換場所：役場福祉環境課介護保険係

■お持ち頂く物
　元気あっぷなかたねポイントカード
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　地域で活動しポイントを
　　　　　　　　　貯めよう！
　　　　　　　　　活動内容：高齢者の見守りや
　　　　　　　　　地域の支え合い事業などのボ
　　　　　　　　　ランティア活動

■カード申込先：中種子町地域包括支援センター
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　各課からのお知らせ

介護保険制度の一部が 8 月から変わります
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課介護保険係㉗ 1111 内線 215

　要介護認定者や認知症高齢者らの増加により、介護サービスにかかる費用も年々増加していることか
ら、介護保険料の上昇をできるだけ抑えつつ、介護保険制度の持続可能性を確保するため、8 月から制
度の改正が行われます。

■施設及び短期入所サービス（ショートステイ）を利用している方の食費・部屋代の負担軽減の基準が
　変わります。

■高額介護サービス費の上限額が一部見直されます。

※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上限額を指します。

■一定以上所得がある方の介護サービス利用者負担割合が２割になります。
　要介護・要支援の認定を受けている方全員に負担割合証を交付します。



広報なかたね 2015.8 月号　16

各課からのお知らせ　　生涯学習だより　

　災害（地震、火災、風水害、噴火など）により、
住宅や家財などに損害を受けられた方は、①申告
や納付などの期限の延長、②納税の猶予、③所得

税の軽減・免除などの制度があります。
　詳しくは、熊本国税局ホームページをご覧いた
だくか、種子島税務署までお尋ね下さい。

8月 8日（土）開催　※内容は進行状況や天候により多少変更する場合があります。

時　間 内　容 会　場

昼の部 13:00 ～ 16:30
神事、ストリートライブ、パレード、みこし、道中踊
りなど

役場前駐車場
旭町商店街

夜の部 17:50 ～ 21:00 ステージ、レーザーショー、花火など 太陽の里多目的広場

第 47 回中種子町よいら～いき祭りを開催します
◎お問い合わせ先　事務局（役場企画課地域振興係内）㉗ 1111 内線 210

夜の部
中種子火縄銃保存会による試射
宝塚歌劇団ＯＧステージショー
レーザー花火ショー
▽フォトコンテスト
　よいら～いき祭りの写真を募集します。夏祭り
の雰囲気を収めた力作をお待ちしています。
■投稿締切　　8 月 14 日（金）午後５時

島の四季彩　ダンチク（イネ科）

【漢字表記】暖竹 
【別名】ヨシタケ ( 葦竹 )
【島名】ダチク、ダテク ( ダンチクの転

て ん か

訛 )
【分布】本州（関東）～琉球 、台湾・中国南部～インド～地中海沿岸
【生育地】水分の多い地
　竹や笹に似ていますが、折れやすくアシ ( 別名ヨシ ) に近い、高さ 3
～ 5 ｍになる大型の多年草です。本土でも関東地方以西の暖地の海岸や
川岸などの湿気の多い場所に、しばしば群落を形成している風景が見ら
れます。
　種子島や屋久島でお盆や催事の際、アクに浸したもち米を二枚の葉で
包んで煮て作られる角巻きに使用される葉がダンチクです。本土では笹
が身近にあり、種子島ではそれに代わるものとして利用されるようにな
ったのかもしれません。
　稈

たけ

( イネ科の茎 ) からは、管楽器のリードが作られます。葉に白い斑
が入ったものが栽培されていることがありますが、シマダンチクやフイ
リダンチクやフイリノセイヨウダンチクなどと呼ばれ、日本には明治時
代の初期に観賞を目的に導入されたと言われています。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

災害により被害を受けた方の税について
◎お問い合わせ先　種子島税務署㉒ 0690
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　生涯学習だより　

資
料
館
だ
よ
り
（
４
３
６
号
）

特
別
編

「
立
切
遺
跡

　

大
津
保
畑
地
区
」

　

大
津
保
畑
地
区
は
国
道
58

号
線
改
築
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
に
お
い
て
、
約
3
万
5

千
年
前
に
降
下
し
た
と
さ
れ

る
種
Ⅳ
火
山
灰
の
下
か
ら
「
狩

猟
用
落
と
し
穴
」
が
12
基
ま

と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
国
内
最
古
と
さ
れ

て
い
た
静
岡
県
三
島
市
初

音
ヶ
原
遺
跡
の
落
と
し
穴
群

を
さ
ら
に
数
千
年
さ
か
の
ぼ

り
、
国
内
最
古
の
発
見
と
し

て
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

　

発
見
当
初
は
こ
の
穴
を

土ど
こ
う坑

（
意
図
的
に
掘
り
込
ま
れ

た
穴
）
と
呼
び
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
貯
蔵
穴
や
墓
の
可

能
性
が
あ
り
、
す
ぐ
に
落
と

し
穴
で
あ
る
こ
と
が
、
分
か

ら
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
調

査
が
進
む
と
土ど
こ
う坑
の
周
辺
で

石
器
が
出
土
し
て
い
な
い
こ

と
や
、
時
間
を
か
け
て
土ど

こ
う坑

が
自
然
に
埋
ま
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
貯
蔵
穴
な

ら
ば
生
活
の
場
に
設
置
す
る

は
ず
で
石
器
が
出
土
し
な
い

の
は
不
自
然
で
あ
り
、
墓
で

あ
れ
ば
遺
体
を
葬
る
と
き
に

一
気
に
埋
め
ま
す
。
専
門
家

に
よ
る
検
討
委
員
会
で
は
、

土ど
こ
う坑
周
辺
は
狩
猟
場
で
あ
る

可
能
性
が
浮
上
し
、
前
述
し

た
初
音
ヶ
原
遺
跡
の
落
と
し

穴
と
形
態
が
似
て
い
る
こ
と

や
、
埋
土
の
化
学
分
析
か
ら

貯
蔵
穴
を
証
明
す
る
結
果
が

で
て
い
な
い
こ
と
、
埋
没
状

況
、
周
辺
状
況
か
ら
落
と
し

穴
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
と

判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
落
と
し
穴
は
、「
け
も

の
道
」
に
配
置
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
を
狙
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
り
ま
す
が
、
何
を
捕
獲

し
た
か
は
今
後
の
調
査
課
題

で
す
。

夏休み企画「県指定史跡 立切遺跡」展
◎お問い合わせ先　町立歴史民俗資料館㉗ 2233 ／教育委員会社会教育課文化係㉗ 1111 内線 262

　立切遺跡（本村集落）が平成 27 年 4 月 17 日
に鹿児島県指定文化財（史跡）に指定されました。
　立切遺跡（立切地区、大津保畑地区、小園地区、
今平・清水地区）の遺物や調査資料、写真などを
展示します。
　旧石器時代の先人たちが残した大切な遺産に触
れ、思いをめぐらせてみませんか。

■展示期間
　7 月 18 日（土）～ 8 月 30 日（日）
　毎週月曜日は休館日
　午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
■入館料：大　人　１６０円
　　　　　高校生　　８０円
　　　　　小中学生　５０円

平成 27 年度種子島こりーな自主文化事業 「なにができるかなスペシャル !!」
　自主文化事業「なにができるかなスペシャル !!」が 6 月 26 日に種子島こりーなで行われました。
　身近にあるものがみるみるうちに、色々な形に変化したり、音で形を表現したりと、とても楽しく不
思議な舞台劇でした。
　会場には多くの親子が詰めかけ、みんなで楽しい時間を過ごしました。
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夏
至
も
す
ぎ
昨
日
も
今
日
も
雨
ば
か
り
明
る
い
夏
の

陽
待
ち
遠
し
か
り　
　
　
　

竹
之
川　

橋
野　

す
ま

月
が
日
が
屋
久
の
高
峰
に
か
く
る
る
を
裏
側
見
た
き

ど
幼
き
日
日
に　
　
　
　
　

函　

館　

山
田　

正
明

夏
近
き
見
渡
す
庭
の
花
木
蓮
翠
雨
や
さ
し
く
水
滴
ま

と
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

水
ぬ
る
み
靑
田
と
な
り
し
田
浦
に
は
蜻
蛉
群
れ
と
び

白
鷺
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

月
桃
の
花
う
す
紅
に
並
み
下
る
梅
雨
の
最
中
の
土
手

景
色
な
り　
　
　
　
　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

老
い
ゆ
け
ば
五
体
か
な
わ
ず
病
み
惚
け
歌
に
す
が
り

て
余
生
を
生
き
な
む　
　
　

伏
之
前　

葛　

イ
ワ
子

竹
の
子
の
届
く
を
待
ち
い
る
子
等
が
い
て
喜
ぶ
声
す

電
話
の
向
う　
　
　
　
　
　

満
足
山　

鮫
島
ヨ
シ
ヱ

内
股
の
足
ど
り
の
鳩
お
尻
ふ
り
ふ
り
食
事
し
な
が
ら

九
九
の
勉
強　
　

　
　
　
　
原
之
里　

野
田　

健

葬
儀
時
の
猫
に
墓
前
で
再
会
す
生
前
の
父
と
重
な
り

て
涙
す　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

八
汐　

眞
弓

「
よ
め
じ
ょ
多
し
ス
ピ
ー
ド
落
せ
」
の
町
並
を
気
は
そ

ぞ
ろ
に
て
ゆ
っ
く
り
走
る　

原　

尾　

都　

樹
実
生

終
日
を
も
の
言
ふ
人
無
く
暮
れ
て
ゆ
き
明
日
の
デ
イ

ケ
ア
に
心
励
ま
す　
　
　
　

牧　

川　

松
下
み
つ
え

南
風
吹
き
て
稲
の
白
花
水
に
散
る
梅
雨
の
晴
れ
間
と

急
ぎ
畦
刈
る　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地球

特
別
公
開
２
０
１
５

た
く
さ
ん
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

6
月
14
日
（
日
）
に
、「
種

子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

２
０
１
５
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
雷
や
雨
で
天
気
に
は
恵
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
６
０
０
名

を
超
え
る
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
子
島
で
活
動
さ
れ
て

い
る
団
体
に
よ
る
舞
台
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
出
店
な
ど
、
地
元
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　

所
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

6
月
1
日
か
ら
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
の
所
長
を
務
め
て
お
り

ま
す
藤
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃

よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
及
び
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
に
関
し
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

わ
た
く
し
の
種
子
島
へ
の
赴
任

は
今
回
が
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

そ
の
間
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
業
務
に
携
わ
り
、
入
社
以
来
慣

れ
親
し
ん
だ
場
所
で
す
。
ま
だ

2
ヶ
月
程
度
で
す
が
、
第
2
の
故

郷
と
も
言
え
る
所
で
の
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
に
あ
り
が
た
く
思
い

な
が
ら
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
所
長
と
い
う
立

場
で
打
ち
上
げ
の
業
務
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
が
、
単
に
ロ
ケ
ッ
ト

を
作
っ
て
飛
ば
す
と
い
う
こ
と
だ

け
で
打
ち
上
げ
が
出
来
る
の
で
は

な
く
、
非
常
に
多
く
の
機
関
や

地
元
の
関
係
者
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
応
援
を
頂
い
て
こ
そ
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感

し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
8
月
16

日
に
は
日
本
最
大
の
Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
に
よ
る
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
5
号

機
の
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
物
資
を
輸
送
す
る
海

外
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
立
て
続
け
に
失

敗
し
て
お
り
ま
す
。
Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
も

2
年
ぶ
り
の
打
ち
上
げ
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
成
功
が
続
い
て
い

る
こ
と
に
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

関
係
者
一
同
気
を
引
き
締
め
て
打

ち
上
げ
成
功
を
果
た
し
、
日
本
の

ロ
ケ
ッ
ト
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
に
示
す
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
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「虫刺されとかゆみ止め」薬剤師　小澤淳也　◎公立種子島病院㉖ 1230

　

８
月
に
入
り
、
レ
ジ
ャ
ー
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を

楽
し
む
機
会
が
増
え
て
く
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
し
ば
し
ば
悩
ま
さ
れ

る
の
が
虫
刺
さ
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
①
蚊
に
刺
さ
れ
た
と

き
に
起
こ
る
か
ゆ
み
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
②
か
ゆ
み
止
め
薬
を
使
用
す

る
と
き
の
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

薬
を
上
手
に
使
用
し
、
楽
し
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
蚊
に
刺
さ
れ
た
と
き
に
起
こ
る

か
ゆ
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

蚊
は
血
を
吸
う
と
き
に
唾
液
を

出
し
、
こ
の
唾
液
に
反
応
し
て
体

内
の
細
胞
か
ら
化
学
物
質
（
ヒ
ス

タ
ミ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
ヒ
ア
ル

ロ
ニ
ダ
ー
ゼ
な
ど
）
が
分
泌
さ
れ

ま
す
。
主
に
こ
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が

神
経
細
胞
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ

り
か
ゆ
み
が
起
こ
り
ま
す
。

②
か
ゆ
み
止
め
を
使
用
す
る
と
き

の
注
意
点

　

ス
テ
ロ
イ
ド
成
分
を
含
ん
で
い

る
か
ゆ
み
止
め
は
同
じ
部
位
に
長

期
間
の
使
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
顔
面
の
広
範
囲
に
長
期
間

使
用
す
る
と
赤
ら
顔
の
よ
う
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

市
販
薬
の
か
ゆ
み
止
め
に
含
ま
れ

て
い
る
ス
テ
ロ
イ
ド
は
作
用
が
緩

和
な
も
の
が
多
く
、
小
さ
な
患
部

に
短
期
間
使
用
す
る
場
合
に
は
ほ

と
ん
ど
副
作
用
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
水
痘
、
化
膿
し
て
い
る
患

部
、
創
傷
面
に
使
用
す
る
と
症
状
の

悪
化
や
、
副
作
用
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
に
は
個
人
差
が
あ
る
の
で
、

か
ゆ
み
や
腫
れ
な
ど
の
症
状
が
強

い
と
き
に
は
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

食生活改善推進員コーナー　  へちまの味噌炒めをご紹介 !!

＜へちまの味噌炒め＞

●へちま　300g
●サラダ油　16g
●卵　50g（1個）

4 人分

●味噌　50g
●砂糖　6g（小さじ 2）

8
月
31
日
は
「
野
菜
の
日
」

　

成
人
の
野
菜
の
目
標
摂
取
量
は

１
日
３
５
０
ｇ
以
上
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
、
カ
リ

ウ
ム
の
多
い
野
菜
を
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
ょ
う
。

利
尿
作
用
の
あ
る
夏
野
菜

　
へ
ち
ま
（
糸
瓜
）
に
つ
い
て
！

鹿
児
島
地
方
で
は
幼
果
を
食
用

に
す
る
の
を
糸
瓜
と
い
い
ま
す
。

　

つ
る
か
ら
と
っ
た
へ
ち
ま
水
は

化
粧
水
へ
、
成
熟
し
た
も
の
は
皮

を
む
い
て
乾
か
し
ス
ポ
ン
ジ
に
し

ま
す
。

料
理
方
法

①
へ
ち
ま
は
皮
を
む
き
、
縦
二
つ
に

　

割
り
、厚
さ
１
㌢
く
ら
い
に
切
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入

　

れ
熱
し
た
ら
、
へ
ち
ま
を
入
れ
、

　

し
ん
な
り
す
る
前
に
火
を
弱
め
、

　

砂
糖
を
入
れ
て
か
ら
味
噌
を
入

　

れ
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
仕
上
げ
る
前
に
溶
い
た
卵
を
ま

　

ぜ
て
火
を
止
め
る
。

食生活改善推進員連絡協議会種子島支部発行
種子島郷土料理集「うんまかえ」より
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戸 籍 の 窓
平成 27 年 6 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

6/3 濱　潔四郎 英治・絵麻 原之里

6/19 日髙　稜基 大輔・のぞみ 上　方

女の子 名前 両親 集落

5/23 馬場　晴子 俊尋・裕子 上　方

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

6/2 德永　ヤスヱ 浜津脇 97 歳

6/4 潮　文江 塩　屋 86 歳

6/5 山元　スエノ 横　町 101 歳

6/8 牧元　チヨ 向　町 92 歳

6/9 田中　シズヱ 浜津脇 85 歳

6/10 上門　マサ子 美　座 90 歳

6/11 田中　市子 浜津脇 77 歳

6/13 熊野　末憲 砂　中 81 歳

6/13 池畑　親則 栄　町 78 歳

6/20 照沢　禎二 横　町 90 歳

6/21 提　利明 衣之平 60 歳

6/23 髙磯　輝夫 竹屋野 73 歳

6/24 日髙　止郎 東之町 83 歳

6/25 前田　ツル 二十番 95 歳

婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます（敬称略）。
木下恵美子（西之町）　潮　　豊一（塩　屋）
牧元政三郎（向　町）　田中　　保（浜津脇）
田中　満男（浜津脇）　山浦　重夫（原　尾）
池畑リン子（栄　町）　提　　史明（衣之平）
上門　義尚（美　座）　日髙シヅ子（東之町）

「屋久島町口永良部島噴火災害」義援金のお礼　
　標記義援金を、町民のみなさまに願いしたとこ
ろ 118,325 円の義援金が寄せられました。
　皆様には、多大なるご協力をいただき、心より
お礼申し上げます。
　義援金につきましては、鹿児島県共同募金会へ
送金いたしましたのでご報告いたします。
中種子町共同募金委員会

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,390 人 (    -2) 出生 4 人

男　性 3,974 人 (   +2) 死亡 16 人

女　性 4,416 人 (    -4) 転入 18 人

世帯数 4,361 戸 (    -7) 転出 8 人

※（　）は前月との比較（6 月末現在）。

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　6 月中

火　事 1 件 うち建物 1 件

救　急 37 件 うち急病 24 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内
発 生 件 数 5 件 ( -14) 16 件 ( -22)

死 者 数 1 件 (  +1) 1 件 ( ± 0)

負 傷 者 数 4 件 ( -23) 15 件 ( -33)

※平成 27 年 6 月、(　) は前年同時期比較

九州電力から感電事故防止のお願い
　毎年 8 月の「電気使用安全月間」（経済産業省主唱）に合わせ、感電事故防止の活動を推進しています。
　電線付近での魚釣りやセミとりはしないよう、また切れた電線には絶対に触れないようにしてください。
なお、鉄塔や変電所などにも近づかないようお願い申し上げます。
◎お問い合わせ先　　九州電力 ( 株 ) 熊毛営業所0120(986)807（無料電話）



21　広報なかたね 2015.8 月号

「なかたねお知らせ版」　8月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

6（木） ぽかぽか教室 13:00~

7（金） 母子手帳交付 13:00~

18（火） 献血（中種子町防災センター）

20（木） 乳幼児健診

21（金） 母子手帳交付 13:00~

26（水） すこやかマタニティー教室
お産・母乳 13:00 ～種子島産婦人科医院

乳幼児健診　8 月 20 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3~5 カ 月 児 9:00~9:15 H27.3 .18   ～　H27.5 .19

もうすぐ 1 歳児 9:30~9:45 H26.8 .21   ～　H26.9 .17 

5 歳 児 12:45~13:00 H22.5 .21   ～　H22.8 .19

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

M R
混 合 1 期 8 月 10 日～ 8 月 15 日

生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H21.4.2 ～ H22.4.1

B C G 8 月 3 日～ 8 月 8 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

四種混合 8 月 17 日～ 8 月 22 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

水 痘 8 月 24 日～ 8 月 29 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

日本脳炎 7 月 27 日～ 8 月 1 日
1 期 H22.4.2 ～ H24.4.1

2 期 H18.4.2 ～ H19.4.1
成人用肺
炎 球 菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

4（火）
～ 6（木） 青少年さつま交流事業

　8（土） よいらーいき祭

　14（金） 子ども体験活動 ｢ウミガメ放流体験｣
8:00 ～原之里

　24（月）
～ 26（水）

第５回チャレンジ・キッズ
｢宿泊体験 ( 屋久島 )｣

包括支援センター　介護予防事業
中央体育館は午前 9:30~ ／集落は午前 9:30 ～と午後 13:30~

日
いきいき健康体操教室

午前 午後

5（水） 中央体育館 －

7（金） 二十番 －

19（水） 中央体育館 －

21（金） 二十番 －

26（水） 中央体育館 －

28（金） － 田島

いきいき運動教室　毎週火曜日
　　　　　　　　　  11 日は 12 日へ変更
いきいき元気教室　毎週金曜日
両教室とも　9:00 ～ 11:30　中央体育館

公立種子島病院
8 月 3 日から、眼科、耳鼻咽喉科を除く外来
診療は午後から休診します。

各科 診察日

眼 科 3（月）、4（火）、17（月）、18（火）

耳鼻咽
喉 科

6（木）、20（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

2（日） 田上病院 ㉒ 0960

9（日） 高岡医院 ㉗ 3100

16（日） 田上病院 ㉒ 0960

23（日） 田上診療所 ㉗ 0325

30（日） 田上病院 ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 12:00

日 行　事 活動内容

21（金） 赤ちゃん教室（3 ヶ月 ~1 歳未満） 水遊び

28（金） 幼児学級（1~4 歳児） 感触遊び

おひさまる～む開放日
（毎週月曜日　10:00 ～ 12:00）

中央保育所園庭開放日
（毎月第 2/ 第 4 月曜日　10:00~12:00）

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご承諾ください。
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屋久島→種子島
  7:00   7:50
10:00 10:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
  9:20 10:10
12:10 13:00
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 27 年 3 月 1 日～平成 27 年 9 月 13 日

鹿児島→種子島
  7:30   9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
08:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:10

種子島→鹿児島
  7:00 8:35
  8:00 9:35

9:20 宮之浦 12:35
11:05 12:45

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
南種子窓口　　0997-26-1231 ／ 9 時～ 17 時※

※日・祝日は休み

※安房着 ※安房発
※

※

※

　 広 報 紙 に 掲 載 す る 広
告 を 募 集 し て い ま す 。
　 ご 希 望 の 方 は 広 報 係 へ
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
■ 広 告 掲 載 料（ 月 額 ）
　 1 枠 1 0 , 0 0 0 円

（ 横 5 . 5 c m × 縦 1 2 c m ）


